
明
治
後
期
の
〈
日
本
〉
旅
行

　

一
九
〇
八
年
九
月
一
日
か
ら
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
で
印
象
に
残
る
場
面
と
し
て
、
主
人
公
小
川
三
四
郎
が
熊

本
か
ら
上
京
す
る
際
の
、
の
ち
に
広
田
先
生
と
わ
か
る
男
と
の
出
会
い
の
そ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
１
）
。
交
わ
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
二

人
の
会
話
が
浜
松
で
の
停
車
中
に
少
々
熱
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
日
露
戦
争
で
勝
っ
た
日
本
が
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
三
四

郎
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
「
亡
び
る
ね
」
と
男
が
応
え
る
場
面
で
あ
る
。

　

そ
の
場
面
の
冒
頭
で
、
二
人
は
停
車
し
て
い
る
列
車
の
前
を
歩
く
西
洋
人
に
窓
か
ら
「
見
惚
れ
て
」
も
い
た
の
だ
が
、
そ
の
「
西
洋
人
」
が
イ

ギ
リ
ス
人
あ
る
い
は
英
語
圏
の
人
物
で
あ
る
な
ら
、
彼
ら
、
彼
女
ら
が
携
え
る
鞄
の
中
に
は
、『M

urray’s H
AN

D
-BO

O
K JAPAN

』
と
記
さ
れ

た
赤
い
表
紙
の
〈
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉
が
入
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
も
う
少
し
丁
寧
に
記
す
な
ら
、
そ
の
本
は
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
ジ
ョ

ン
・
マ
レ
ー
社John M

urray

か
ら
一
九
〇
七
年
六
月
一
五
日
に
出
さ
れ
た
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
の
第
八
版
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
同
書
か
ら
、
三
四
郎
と
男
が
西
洋
人
を
見
か
け
た
「H

am
am

atsu
」
の
記
述
を
引
用
し
よ
う
（
２
）

。

　

H
am

am
atsu (Inns, Ô

gom
e-ya, H

ana-ya, at station) is the only place betw
een Shizuoka and N

agoya w
here the journey 

can be broken w
ith any com

fort. The tow
n derives a peculiar appearance from

 the use of long projecting eaves, w
hich 

cause the house to look as if about to tum
ble forw

ard into the street. 
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︱
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七
八

　

い
ま
ま
で
『
三
四
郎
』
が
読
ま
れ
る
際
に
、「
浜
松
」
と
い
う
地
名
は
意
識
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
男
が
言
及
す
る
「
富
士
山
」
と

関
連
し
て
だ
け

0

0

了
解
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
「
今
に
見
え
る
か
ら
ご
覧
な
さ
い
」
と
男
が
い
う
富
士
山
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
る
手
前

の
駅
、
と
い
う
具
合
に
だ
。
だ
が
引
用
か
ら
わ
か
る
の
は
、
そ
の
理
由
に
加
え
て
、「
列
車
の
前
を
往
つ
た
り
来
た
り
」
す
る
「
西
洋
人
」
を
登

場
さ
せ
る
た
め
に
「
浜
松
」
と
い
う
場
所
（
＝
固
有
名
詞
）
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
後
の
駅
で
あ
っ
た
な
ら
「
西
洋
人
」
が
列
車
か

ら
降
り
る
こ
と
は
な
く
、
三
四
郎
と
広
田
と
の
や
り
と
り
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

　

さ
て
、
小
論
で
は
一
九
〇
〇
年
代
と
い
う
約
一
〇
年
間
を
背
景
に
、
こ
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
分
析
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一

九
〇
〇
年
代
と
い
う
一
〇
年
間
は
、
大
ま
か
に
い
う
な
ら
、
そ
の
後
約
二
〇
年
間
継
続
さ
れ
て
両
国
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
る
日
英
同
盟The 

Anglo-Japanese Alliance

が
一
九
〇
二
年
に
結
ば
れ
て
そ
れ
を
一
つ
の
機
会
に
日
本
が
日
露
戦
争
で
勝
利
を
あ
げ
た
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ

て
は
、
一
九
〇
一
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
死
ん
で
影
が
さ
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国The British Em

pire

」
と

称
さ
れ
て
植
民
地
を
獲
得
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
時
期
は
、〈
日
本
〉
に
関
す
る
情
報
が
多
く
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
ら
れ
、
興
味
が
向

け
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
三
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
日
英
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
の
が
一
九
一
〇
年
で
あ
る
。
博
覧
会
に

は
、
約
五
ヶ
月
間
で
の
べ
八
三
五
万
人
も
の
観
客
が
足
を
運
ん
だ
と
い
う
（
３
）
。

　

そ
の
時
期
の
〈
日
本
〉
へ
の
旅
行
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
（
４
）
。
ま
た
、
そ
の
時
期
に
書
か
れ
た
英
語
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う

言
説
空
間
に
お
い
て
、〈
日
本
〉
は
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
興
味
は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ひ
と
ま

ず
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
旅
と
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
（
５
）

。

一

　

漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
留
学
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
は
一
九
〇
二
年
一
二
月
五
日
、
テ
ム
ズ
川
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ド
ッ
ク
か
ら
の
日
本
郵
船
の
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九

博
多
丸
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
一
九
〇
八
年
五
月
三
〇
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
い
た
永
井
荷
風
が
、

や
は
り
ロ
ン
ド
ン
か
ら
日
本
郵
船
の
讃
岐
丸
に
乗
船
し
て
日
本
に
帰
っ
て
い
る
（
６
）
。
五
月
二
八
日
朝
に
パ
リ
を
発
ち
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
わ
ず
か
二
泊

と
い
う
行
程
だ
。『
荷
風
全
集
』
所
収
の
「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
荷
風
の
父
久
一
郎
は
文
部
省
を
退
い
た
の
ち
に
日
本
郵
船
会
社
に
入
社
し
、
上

海
支
店
支
配
人
を
経
て
一
九
〇
〇
年
二
月
か
ら
は
横
浜
支
店
長
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
〇
三
年
九
月
に
荷
風
が
渡
米
の
た
め
に
使
っ
た
の
が
同
じ

く
日
本
郵
船
シ
ア
ト
ル
線
の
信
濃
丸
だ
っ
た
の
は
、
だ
か
ら
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

日
本
郵
船
株
式
会
社
は
、
岩
崎
弥
太
郎
が
設
立
し
た
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
反
三
菱
財
閥
勢
力
が
投
資
し
て
誕
生
し
た
共
同
運
輸
会
社
と
が
、

一
八
八
五
年
に
帝
国
政
府
の
命
令
で
合
併
し
て
開
業
し
た
海
運
会
社
で
あ
る
（
７
）

。
当
初
は
国
内
航
路
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
日
本
国
内
で
鉄
道
網

が
整
備
さ
れ
る
の
に
と
も
な
っ
て
対
外
航
路
の
拡
張
へ
と
舵
を
切
り
、
一
八
九
六
年
に
は
欧
州
航
路
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
郵
船

は
月
に
一
回
の
航
海
だ
っ
た
欧
州
航
路
を
二
週
一
回
に
増
強
し
、
ま
た
太
平
洋
航
路
や
豪
州
航
路
を
開
設
し
た
こ
と
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
一
九
〇

一
年
に
は
世
界
第
七
位
の
海
運
会
社
に
成
長
し
て
い
た
。
漱
石
や
荷
風
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
乗
船
し
た
当
時
に
お
い
て
、
す
で
に
世
界
主
要
都
市
と

の
間
に
航
路
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
註
（
７
）
に
あ
げ
た
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
創
立
満
三
十
年
記
念
帖
』
に
は
、
一
九
一
五

年
当
時
の
「
鑑
査
役
」
と
し
て
有
島
武
郎
の
父
武
の
名
前
と
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
〈
日
本
〉
へ
の
旅
行
客
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
漱
石
や
荷
風
に
と
っ
て
の
帰
国
の
道
を
往
路
と
し
て
辿
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
８
）
。
日
本

郵
船
の
航
路
を
例
に
す
る
な
ら
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
た
船
は
地
中
海
に
入
っ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
に
寄
港
し
、
そ
れ
か
ら
一
八
六
九
年
に
開
通
し
た

ス
エ
ズ
運
河
、
紅
海
を
抜
け
て
コ
ロ
ン
ボ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
上
海
…
…
と
い
う
具
合
だ
。『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
で
は
、
地
中
海
に
入
っ

て
間
も
な
く
の
船
の
様
子
が
〈
自
分
〉
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

下
の
甲
板
か
ら
、
此
の
時
、
印
度
の
植
民
地
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
工
夫
が
二
三
人
と
、
香
港
へ
行
く
と
か
云
ふ
身
元
の
知

れ
ぬ
女
と
が
、
声
を
合
せ
て
歌
ふ
の
を
聞
付
け
た
。（
中
略
）
聞
き
澄
し
て
居
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
が
、
海
を
越
し
て
遠
く
熱
帯
の

地
に
出
稼
ぎ
に
行
く
其
の
心
持
が
、
三
等
室
の
汚
い
甲
板
の
薄
暗
い
有
様
と
釣
合
つ
て
、
非
常
に
能
く
表
現
さ
れ
て
居
る
。（「
黄
昏
の
地
中
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八
〇

海
」）

　

引
用
か
ら
、
乗
船
客
に
お
け
る
「
階
級
差
」
と
も
い
う
べ
き
差
異
を
読
み
取
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
一
、
二
等
寝
室
が
ホ
テ
ル
並
み
の
設
備
を

誇
っ
た
の
に
対
し
て
、
三
等
寝
室
は
狭
い
上
下
二
段
の
棚
に
各
自
一
枚
の
筵
を
敷
い
て
寝
起
き
す
る
状
態
だ
っ
た
。『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
の
〈
自

分
〉
が
乗
っ
た
の
が
一
等
船
室
か
二
等
船
室
か
は
判
然
と
し
な
い
が
（
９
）
、
註
に
あ
げ
た
二
葉
亭
が
病
気
に
お
か
さ
れ
た
ロ
シ
ア
で
当
初
は
往
路
同
様

の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
よ
る
帰
国
を
望
ん
だ
の
は
、
海
路
の
ほ
う
が
倍
近
い
費
用
の
か
か
る
こ
と
が
そ
の
大
き
な
理
由
だ
っ
た（

（1
（

。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

旅
行
者
た
ち
（
そ
れ
は
け
っ
し
て
出
稼
ぎ
に
行
く
労
働
者
で
は
な
い
）
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
〈
日
本
〉
は
遠
い
国
で
、
そ
の
旅
行
は
時

間
、
費
用
と
も
に
そ
れ
な
り
の
負
担
の
可
能
な
人
た
ち
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
引
用
で
見
落
と
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、「
印
度
」

で
あ
れ
「
香
港
」
で
あ
れ
、
そ
こ
が
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
植
民
地
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
文
字
通
り
「
太
陽
の
沈
ま
な
い
国
」
だ
っ

た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
が
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
の
形
態
や
内
容
に
も
確
実
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ

は
、
い
ま
し
ば
ら
く
同
書
を
め
ぐ
る
物
語
を
見
て
い
こ
う
。

　

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
三
世John M

urray III
が
、『A H

andbook for Travelers on the Continent

』
を
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
し
た
の
は
一
八

三
六
年
の
こ
と
だ
っ
た（

（1
（

。
同
書
は
マ
レ
ー
自
身
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
際
に
ノ
ー
ト
に
記
し
た
旅
行
地
の
歴
史
や
建
築
物
、
地
理
や
実
際
的

な
情
報
な
ど
を
ル
ー
ト
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
れ
が
ル
ー
ト
つ
き
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る
。〈
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉
と
は
、

旅
行
客
を
ガ
イ
ド
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
、
彼
女
ら
が
現
地
ガ
イ
ド
を
雇
わ
ず
に
す
ま
せ
る
た
め
の
書
物
な
の
だ
。
お
り
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
鉄

道
網
の
急
速
な
発
達
に
と
も
な
っ
て
旅
行
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
多
く
は
ガ
イ
ド
を
雇
う
余
裕
の
な
い
旅
行
者

で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
の
旅
行
ガ
イ
ド
は
好
評
に
よ
り
や
が
て
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
赤
い
表
紙
の
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
網
羅

す
る
ま
で
に
な
る
。
全
盛
期
に
は
六
〇
種
類
（
地
域
）
を
こ
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
マ
レ
ー
社
は
発
行
し
て
い
た
。
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
ベ
デ
ィ
カBaedeker

も
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
る
際
に
マ
レ
ー
版
の
形
式
を
採
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

マ
レ
ー
社
は
ま
た
、
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
『
種
の
起
源
』（
一
八
五
九
年
）
や
、
日
本
で
は
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
と
し
て
出
さ
れ
た
ス
マ
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一

イ
ル
ズ
の
『Self H

elp

』（
同
年
）
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
二
冊
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー

ズ
で
大
成
功
を
お
さ
め
た
マ
レ
ー
社
だ
っ
た
が
、
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
三
世
の
死
後
で
あ
る
一
九
〇
一
年
に
、
日
本
版
と
イ
ン
ド
版
を
の
ぞ
い
て
シ

リ
ー
ズ
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ズ
社Stanfords

に
売
却
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
版
が
残
さ
れ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
本
版
に
関
し
て
は
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
と
い
う
煩
雑
な
実
務
に
マ
レ
ー
社
本
体
が
ほ
と
ん
ど
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
い
う
日
本
版
特
有
の
事
情
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

　
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
は
、
そ
も
そ
も
は
一
八
八
一
年
に
『A H

andbook for Travellers in Central &
 N

orthern 

Japan

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
さ
れ
た
も
の
（
以
下
初
版
と
い
う
）
が
源
流
で
あ
る
。
こ
の
初
版
の
著
者
は（

（1
（

、
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
日
本

語
書
記
官
だ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウErnest M

ason Satow

と
元
英
国
海
軍
士
官
の
ホ
ウ
ズ A. G. S. H

aw
es

の
二
人
で
、
と
も
に
当
時

は
日
本
に
在
住
し
て
い
た
。『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新A D

iplom
at in Japan

』（
一
九
二
一
年
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
サ
ト
ウ
は
一

八
六
二
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
に
勤
務
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
、
当
時
を
代
表
す
る
日ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト

本
学
者
で
あ
る
。
ま
た
初
版
の
発

行
所
は
、
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
で
も
な
か
っ
た
。
本
の
扉
に
は
横
浜
に
あ
っ
た
ケ
リ
ー
商
会Kelly &

 Co

と
い
う
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。『The 

Japan Gazette H
ong List &

 D
irectory

』（
一
八
七
九
年（

（1
（

）
に
よ
る
と
ケ
リ
ー
商
会
は
上
海
に
本
社
を
お
く
会
社
で
、
英
米
の
書
籍
や
新
聞
、

雑
誌
、
た
ば
こ
の
販
売
の
ほ
か
印
刷
、
出
版
な
ど
も
行
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
同
書
で
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
瀟
洒
な
建
物
の
ケ
リ
ー
商
会
の
イ
ラ

ス
ト
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
〈
日
本
〉
在
住
の
著
者
に
よ
っ
て
〈
日
本
〉
で
印
刷
、
発
行
さ
れ
た
こ
の
初
版
は
、
序
文
に
「In the arrangem

ent of this w
ork, the 

m
odel of the w

idely know
n “M

urray’s H
andbooks” has been follow

ed as far as w
as practicable.

」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら

マ
レ
ー
社
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
縦
が
約
一
八
セ
ン
チ
、
横
が
約
一
二
セ
ン
チ
と
い
う
体
裁
は
、
も
ち
ろ
ん
マ
レ
ー
版
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
等
し
い
。
ま
た
内
容
も
全
体
が
約
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
で
、
他
の
多
く
の
マ
レ
ー
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
最
初
に
そ
の
国
の

簡
単
な
導
入
編Introduction

が
記
さ
れ
続
い
て
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
導
入
編
と
し
て
は
「
地
理
」「
気
候
と
天
候
」
な
ど
一
五
項
目
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が
並
び
、
ル
ー
ト
は
「
東
京
と
そ
の
近
郊
」「
横
浜
」
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、「Central &

 N
orthern Japan

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
通
り
に
北

は
「
新
潟
か
ら
青
森
」
か
ら
西
の
「
大
阪
」
ま
で
の
計
五
四
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

前
に
み
た
「H

am
am

atsu

」
の
項
目
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
は
詳
細
な
も
の
だ
。
そ
し
て
た
と
え
ば
鉄
道
網
の
拡

大
と
そ
の
路
線
や
駅
に
関
す
る
情
報
提
供
と
い
う
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ

る
内
容
の
詳
細
さ
、
正
確
さ
は
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
い
わ
ば
宿
命
と
し
て
改
訂
版
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
サ
ト
ウ
ら
が
出
し
た
〈
日
本
〉
版
に
関
し
て
も
、
初
版
が
間
も
な
く
品
切
れ
に
な
っ
た
こ
と
も
重
な
っ
て
一
八
八
四
年
に
は
第
二
版
が
発
行

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
第
二
版
か
ら
発
行
元
と
し
て
は
マ
レ
ー
社
が
加
わ
っ
て
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
な
が
ら
表
紙
に
は
「M

urray’s

」
の

語
が
記
さ
れ
、
ま
た
印
刷
が
ロ
ン
ド
ン
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
ペ
ー
ジ
も
、
初
版
が
日
本
に
お
け
る
ホ
テ
ル
や

商
店
な
ど
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
の
ホ
テ
ル
の
広
告
が
七
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
続
く
も
の
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
第
二
版

に
は
発
行
元
の
変
更
に
は
何
も
言
及
が
な
く
、
あ
た
か
も
シ
リ
ー
ズ
の
延
長
と
し
て
再
版
が
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　

The first edition of this H
andbook having been exhausted, the Authors have taken advantage of the opportunity thus 

afforded to revise m
any portions, and to m

ake considerable additions.

　

そ
し
て
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
版
で
は
大
幅
な
改
訂
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
導
入
編
だ
け
で
も
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
分
ほ
ど
の
情
報
が
新
た

に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
そ
こ
に
は
「
日
本
風
風
呂
」
と
い
う
項
目
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

The Japanese people in general are m
ore fond of bathing than any other nation in the w

orld, but w
hilst in other 

countries cold baths are indulged in, the Japanese prefer very hot baths of a tem
perature w

hich at first seem
s quite 

unbearable to Europeans, nam
ely 110-120 Fahr. Soon, how

ever, w
e get accustom

ed to this o yu or furo, as it is called, 

and find it not only com
forting in w

inter, but also refreshing in sum
m

er.

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
い
極
東
の
国
に
お
け
る
風
呂
文
化
の
懇
切
丁
寧
な
説
明
は
微
笑
ま
し
く
も
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
見
落
と
し
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て
な
ら
な
い
の
は
、「Japanese people

」
に
呼
応
す
る
語
が
、
引
用
に
お
い
て
だ
け
で
も
「any other nation

」
か
ら
「other countries

」、   
「Europeans

」
そ
し
て
「w

e

」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
読
者
を
「Europeans

」「w
e

」
と
い
う
語
に
た
ぐ
り
寄
せ
る
語
り

―
。

こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
が
、
一
種
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
考
え
て
み
る
と
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

は
、「
見
る
／
見
ら
れ
る
」
と
い
う
関
係
が
特
化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
読
者
を｢

見
る｣

立
場
（
＝w

e

）
に
強
力
に
引
き
寄
せ
る
磁

力
の
働
く
場
所
で
は
な
い
の
か
。
こ
こ
で
は
「Japanese people

」
に
呼
応
す
る
「they

」
が
潜
在
し
て
い
る
。「
見
る
者
（
＝w

e

）」
と
「
見

ら
れ
る
者
（
＝they
）」
が
対
峙
す
る
旅
行
と
い
う
場
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
読
者
は
い
つ
も
つ
ね
に
「
見
る
者
」
な
の
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
媒
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
外
か
ら
見
る
者
（
読
者
＝
旅
行
者
＝w

e

）
の
〈
日
本
〉
に
ま
つ
わ
る
欲
望
が
、
あ
る

い
は
そ
こ
に
在
住
し
て
る
イ
ギ
リ
ス
人
（
著
者
＝w

e

）
に
と
っ
て
の
見
せ
た
い
〈
日
本
〉
の
あ
り
よ
う
が
、
ま
さ
に
露
呈
さ
れ
る
場
が
『A 

H
andbook for Travellers in Central &

 N
orthern Japan

』
や
第
三
版
以
降
の
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
事
情
は
い
ま
少
し
複
雑
で
も
あ
る
が
、
で
は
そ
の
よ
う
な
〈
日
本
〉
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

誰
に
よ
っ
て
、
何
が
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
、
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。

二

　

わ
れ
わ
れ
が
お
も
に
対
象
と
す
る
一
九
〇
七
年
に
出
さ
れ
た
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
第
八
版
の
著
者
は
、
バ
ジ
ル
・
ホ

ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ンBasil H

all Cham
berlain

と
メ
イ
ソ
ンW

. B. M
ason

の
二
人
で
あ
る
。
サ
ト
ウ
か
ら
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
の
そ
れ
を
中

心
と
し
た
こ
の
著
者
の
変
更
は
第
三
版
で
な
さ
れ
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
も
『A H

andbook for Travellers in Central &
 N

orthern Japan

』

か
ら
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
に
変
更
さ
れ
、
印
刷
も
再
び
日
本
に
場
所
を
戻
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
社
の
名
前
の
付
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
日
本
で
執
筆
、
編
集
、
印
刷
さ
れ
て
販
売
も
さ
れ
る
が
、
同
時
に
何
部
か
が
ロ
ン
ド
ン
に
送
ら
れ
て
他
の
シ
リ
ー
ズ
と
一
緒
に
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イ
ギ
リ
ス
の
書
店
に
並
べ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
八
版
な
ら
中
扉
の
裏
に
小
さ
く
印
刷
さ
れ
た
「Printed by 

the Shûeisha, tôkyô

」
と
い
う
一
文
を
見
つ
け
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
日
本
で
印
刷
、
出
版
さ
れ
た
と
見
抜
く
の
は
困
難
で
あ
る
の
だ
け
れ
ど

…
…
。
想
像
す
る
に
、
同
書
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
〈
日
本
〉
へ
来
る
旅
行
者
だ
け
で
は
な
く
、〈
日
本
〉
に
住
ん
で
い
て
〈
日
本
〉
旅
行
へ
出
か
け

る
と
い
う
読
者
も
多
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
よ
う
な
出
版
形
態
は
、
最
終
版
と
な
っ
た
一
九
一
三
年
の
第
九
版
ま
で
続
い
た
。

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
も
ち
ろ
ん
第
二
版
ま
で
の
サ
ト
ウ
同
様
に
広
く
知
ら
れ
る
日
本
学
者
で
、
八
版
が
出
た
時
点
で
の
肩
書
き
を
奥
付
か
ら
転
記

す
る
と
「
英
国
人　

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
」
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
の
著
者
の
変
更
は
、
お
そ
ら
く
サ
ト
ウ
の
離
日
が
大
き
な
原
因
で

あ
ろ
う
。
三
版
の
序
文
で
も
、
変
更
に
ま
つ
わ
る
理
由
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
サ
ト
ウ
ら
に
よ
る
初

版
か
ら
執
筆
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
、
第
三
版
以
降
に
も
二
版
ま
で
の
内
容
が
多
く
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
註
（
11
）
に
あ
げ
た
リ
ス
タ
ーLister

に
よ
る
と
、
日
本
版
は
マ
レ
ー
社
の
他
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
く
ら
べ
て
学
術
的
な
面
で
秀

で
て
い
る
と
い
う
。
リ
ス
タ
ー
は
、
そ
も
そ
も
マ
レ
ー
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
、
旅
行
を
ガ
イ
ド
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
で
粗
暴

な
振
る
舞
い
を
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
向
け
て
外
国
で
の
振
る
舞
い
や
旅
行
先
に
関
し
て
教
育
す
る
こ
と
も
役
割
の
一
つ
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ

の
意
味
で
マ
レ
ー
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
学
術
性
は
そ
の
特
色
の
一
つ
で
、
日
本
版
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
が
日
本
版
を
手

に
し
て
感
じ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
さ
ら
に
感
じ
ら
れ
る
、
日
本
版
が
持
つ
過
剰
と
も
い
え
る
学
術
性
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
版
が
学
術
的
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
サ
ト
ウ
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
い
う
傑
出
し
た
日
本
学
者
の
存
在
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
が
、
執
筆
者
の
名
前
を
な
が
め
な
が
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
、
初
版
が
出
さ
れ
た
時
代
の
日
本
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
緊
密
な
相

互
関
係
で
あ
り
、
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
日
本
ア
ジ
ア
協
会
と
い
う
存
在
だ
。
た
と
え
ば
サ
ト
ウ
の
日
記
に
は
、
初
版
が
発
行
さ
れ
る
二
年
前
の
一

八
七
九
年
九
月
二
五
日
の
項
に
「
そ
こ
か
ら
芝
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
家
に
ゆ
き
、
夕
食
時
ま
で
、
二
人
で
少
々
ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
し
た
。
ホ
ー
ズ

が
夕
食
に
加
わ
っ
た
の
で
、
は
な
し
は
も
っ
ぱ
ら
『
旅
行
案
内
』
の
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
著
者
全
四

人
中
、
三
人
が
そ
の
日
に
集
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
代
半
ば
の
横
浜
に
住
む
西
洋
人
の
数
が
約
二
五
〇
〇
名
だ
っ
た
と
い
う
報
告



明
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を
考
え
あ
わ
せ
て
も（

（1
（

、
当
時
の
日
本
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
想
像
以
上
に
密
だ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会The Asiatic Society of Japan

」
は
一
八
七
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人
を
中
心
に
横
浜
で
設
立
さ
れ
た
日
本
研

究
団
体
で（

（1
（

、〈
日
本
〉
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
な
う
例
会
の
開
催
と
そ
れ
を
記
し
た
紀
要
の
発
行
を
お
も
な
活
動
と
し
て
現
在
で
も
活
動
を
続

け
て
い
る
。
明
治
初
期
に
お
い
て
は
日
本
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
、
研
究
発
表
と
い
う
形
で
各
自
の
研
究
成
果
を
共
有
し
よ
う
と
考
え
て
の
設

立
だ
っ
た
。
そ
し
て
奇
し
く
も
、
外
交
官
や
御お

雇
や
と
い

外
国
人
に
よ
る
そ
の
発
表
の
場
は
日
本
研
究
の
端
緒
と
な
っ
た
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、

紀
要
の
一
～
一
〇
号
で
一
八
編
の
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
サ
ト
ウ
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ
ー
マ
字
で
知
ら
れ
る
ヘ
ボ
ンJam

es Curtis H
epburn

や
『
日
本
書
紀
』
を
翻
訳
し
た
ア
ス
ト
ンW

illiam
 George Aston

、「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
の
命
名
者
で
冶
金
技
師
、
考
古
学
者
と
し
て
も
知
ら

れ
る
ガ
ウ
ラ
ン
ドW

illiam
 Gow

land
、
あ
る
い
は
小
泉
八
雲
な
ど
の
名
前
が
並
び
、
も
ち
ろ
ん
ホ
ウ
ズ
や
後
に
会
長
を
つ
と
め
た
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
、
ま
た
メ
イ
ソ
ン
も
会
員
だ
っ
た
。『A H

andbook for Travellers in Central &
 N

orthern Japan

』
初
版
に
は
、
同
協
会
の
紀
要
か
ら
の

転
載
が
本
文
中
に
あ
る
と
の
断
り
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
執
筆
者
の
多
く
が
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
執
筆
陣
を
後
ろ
盾
と
し
て
持
つ
『A H

andbook for Travellers in Central &
 N

orthern Japan

』
は
、
と
く
に
増
補
、

改
訂
が
加
え
ら
れ
た
第
二
版
は
、
そ
の
時
点
で
の
日
本
研
究
の
到
達
点
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
小
さ
な
活
字
で
密
度
高

く
組
ま
れ
た
内
容
が
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
必
要
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
浮
か
ぶ
ほ
ど
だ
。
だ
が
、〈
日
本
〉
国
内
で
出
版
ま
で
の
主
要

な
実
務
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
許
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
を
手
に
す
る
旅
行
者
の
経

済
的
豊
か
さ
が
（
旅
行
者
は
荷
物
を
自
分
で
持
た
な
く
て
も
よ
い
階
級
の
人
々
が
中
心
で
あ
っ
た
）
形
態
と
し
て
の
本
の
厚
さ
を
許
容
し
た
は
ず

だ（
（1
（

。
日
本
版
の
突
出
し
た
学
術
性
と
は
こ
の
よ
う
な
日
本
版
特
有
の
事
情
か
ら
生
じ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
ベ
テ
ィ
カ
な
ど
他
の
出
版
社
が
日
本

版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
出
版
に
参
入
し
な
か
っ
た
の
は（

（1
（

、
優
秀
な
執
筆
者
の
囲
い
込
み
と
も
い
え
る
日
本
版
を
め
ぐ
る
状
況
も
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　

第
三
版
で
な
さ
れ
た
サ
ト
ウ
か
ら
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
の
主
要
な
著
者
の
変
更
が
、
同
時
に
全
体
の
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
し
て
簡
便
に
す
る
な
ど
、
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実
用
性
と
い
う
面
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
基
本
的
に
日
本
版
ら
し
さ
は
そ
れ
以
降
も
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
た
と
え
ば
第
八
版
の
導
入
編
冒
頭
の
「
概
説
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

In Japan, m
ore than in any W

estern country, it is necessary to take som
e trouble in order to m

aster such prelim
inary 

inform
ation; for w

hereas England, France, Italy, Germ
any, and the rest, all resem

ble each other in their m
ain features, 

because all have alike grow
n up in a culture fundam

entally identical, this is not the case w
ith Japan. H

e, therefore, w
ho 

should essay to travel w
ithout having learnt a w

ord concerning Japan’s past, w
ould run the risk of form

ing opinions 

ludicrously erroneous.

　

こ
の
よ
う
に
、
導
入
編
の
冒
頭
か
ら
、〈
日
本
〉
と
西
洋
諸
国
と
の
差
異
を
強
調
し
て
読
者
＝
旅
行
者
に
も
事
前
に
日
本
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
で
は
、「Japan’s past
」
と
は
何
に
つ
い
て
の
か
、
具
体
的
に
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
て
い
る
の
か
。

　

本
の
構
成
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
続
く
導
入
編
が
学
ぶ
べ
き
対
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
第
八
版
の
導
入
編
は
全

体
で
九
五
ペ
ー
ジ
、
二
九
の
項
目
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。「
蒸
気
船
」「
税
関
」「
祝
日
」
な
ど
実
用
的
な
項
目
に
続
い
て
「
芸
術
」「
日
本
史
の
概

略
」
と
い
っ
た
項
目
が
並
ぶ
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、「
言
語
」
の
占
め
る
ペ
ー
ジ
数
が
多
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
基
礎
的
な
単
語
と
簡
易
な
用
例
が
日
英
対
照
で
並
ぶ
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
目
に
と
ま
る
の
は
宗
教
に
関
す
る
記

述
が
多
い
こ
と
で
、「
神
道
」「
日
本
仏
教
」「
神
々
た
ち
」
の
三
項
目
に
合
計
で
約
二
〇
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
神
道
」
の
項

目
か
ら
引
用
し
よ
う
。
出
雲
大
社
の
折
り
込
み
イ
ラ
ス
ト
が
挿
入
さ
れ
た
全
四
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
う
ち
の
一
段
落
で
あ
る
。

　

Shintô has scarcely any regular services in w
hich the people take part, and its priests (kannushi) are not 

distinguishable by their appearance from
 ordinary laym

en. O
nly w

hen engaged in presenting the m
orning and evening 

offerings do they w
ear a peculiar dress, w

hich consists of a long loose gow
n w

ith w
ide sleeves, fastened at the w

aist 

w
ith a girdle, and som

etim
es a black cap bound round the head w

ith a broad w
hite fillet. The priests are not bound 
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by any vow
s of celibacy, and retain the option of adopting another career. At som

e tem
ples young girls perform

 

pantom
im

ic dances w
hich are know

n as kagura, and assist in the presentation of the daily offerings. They likew
ise are 

under no vow
s, and m

arry as a m
atter of course. The services consist in the presentation of sm

all trays of rice, fish, 

fruits, vegetables, rice-beer, and the flesh of birds and anim
als, and in the recital of certain form

al addresses (norito), 

partly laudatory and partly in the nature of petitions. The style of com
position em

ployed is that of a very rem
ote 

period, and w
ould not be understood by the com

m
on people, even if the latter w

ere in the habit of taking any part in 

the ritual. W
ith m

oral teaching, Shintô does not profess to concern itself. “Follow
 your natural im

pulses, and obey the 

M
ikado’s decrees:”--such is the sum

 of its theory of hum
an duty. Preaching form

s no part of its institutions, nor are the 

rew
ards and punishm

ents of a future life used as incentives to right conduct. The continued existence of the dead is 

believed in; but w
hether it is a condition of joy or pain, is now

here declared.

　
「
神
道
」
の
項
目
執
筆
は
も
と
は
サ
ト
ウ
に
よ
る
も
の
で
、
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
第
二
版
、
一
〇
ペ
ー
ジ
近
い
内
容
で
あ
っ
た
。
八
版
に

至
る
過
程
で
ペ
ー
ジ
数
は
半
分
ほ
ど
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
こ
で
は
記
さ
れ
て
い
る

内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
記
さ
れ
方
や
い
い
回
し
に
も
着
目
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
気
づ
く
の
が
、「
定
期
的
な
礼
拝
は
ほ
と
ん
ど
な
いhas scarcely any regular services

」「
独
身
の
誓
い
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

are not bound by any vow
s of celibacy

」「
い
か
な
る
誓
い
も
な
いunder no vow

s

」「
一
般
の
人
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
いw

ould 

not be understood by the com
m

on people

」「
ど
こ
に
も
述
べ
ら
れ
な
いis now

here declared

」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
打
ち
消
し
や

否
定
の
い
い
回
し
が
続
く
こ
と
だ
。
ま
た
「
奇
妙
な
服
を
着
用
す
るw

ear a peculiar dress

」「
当
然
の
こ
と
と
し
て
結
婚
す
るm

arry as a 

m
atter of course

」
と
い
っ
た
表
現
に
も
出
会
う
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
引
用
で
は
記
さ
れ
な
い
が
気
を
つ
け
た
い
の
が
他
の
宗
教
に
対
す
る
言
及
で
、

「
神
道
」
の
項
目
全
体
で
は
「
仏
教
」
と
い
う
語
が
数
多
く
あ
ら
わ
れ
、
あ
る
い
は
「
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
々H

indu deities

」
や
イ
ス
ラ
ム
教
を
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想
起
さ
せ
る
「
メ
ッ
カthe M

ecca

」
と
い
う
語
も
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
「
神
道
」
と
い
う
項
目
全
体
に
範
囲
を
広
げ
て
み
て

も
、
け
っ
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
の
が
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
一
語
な
の
で
あ
る
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
を
サ
ト
ウ
や
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
な
ど
の
神
道
に
関
す
る
知
識
不
足
や
偏
見
と
し
て
回
収
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ（

（2
（

。
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
も
〈
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〉
と
い
う
媒
体
が
持
つ
性
格
で
あ
り
、「
見
る
／
見
ら
れ
る
」
と
い
う
明
確

な
境
界
か
ら
生
じ
た
結
果
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
著
者
や
執
筆
者
の
知
識
不
足
な
ど
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
そ
の
地
に
旅
行
し
よ
う
と
す
る
者
が

読
者
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
、
差
異
を
強
調
し
た
記
述
に
さ
せ
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、「
見
ら
れ
る
」
べ
き
対
象
と
し
て
の
〈
日
本
〉
を
表
し
な

が
ら
自
ら
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
読
者
＝
旅
行
者
（
＝w

e

）
を
透
明
化
、
そ
し
て
普
遍
化
さ
せ
る
働
き
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
日

本
版
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
媒
体
の
性
格
が
、
読
者
＝
旅
行
者
（
＝w

e

）
の
あ
り
よ
う
を
強
化
さ
せ
て
し
ま
う
、

と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

三

 　

結
論
め
い
た
こ
と
を
先
に
述
べ
る
と
、『A H

andbook for Travellers in Japan

』
第
八
版
で
表
さ
れ
る
〈
日
本
〉
の
姿
は
、
曖
昧
な
、
あ

る
い
は
両
義
的
な
存
在
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
導
入
編
「
概
説
」
に
は
次
の
よ
う
な
個
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

The w
ar w

ith China in 1894-5 again m
arked an epoch. N

ot only did its successful issue give an extraordinary im
petus 

to trade and industry, but the prestige then acquired brought Japan into the com
ity of nations as a pow

er to be 

counted w
ith. Another point has becom

e clear of late years,--Europeanisation, after all, is not to carry everything before 

it. Along m
any lines the people retain their ow

n m
anners and w

ays of thought; they even , to a great extent, retain their 

ow
n dress. Japan, though transform

ed, still rests on her ancient foundations.
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引
用
で
示
さ
れ
る
〈
日
本
〉
の
姿
は
、
日
清
戦
争
の
成
果
と
し
て
威
信
（prestige

）
を
獲
得
し
な
が
ら
も
い
ま
だ
古
来
の
基
盤
（ancient 

foundations

）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
あ
り
よ
う
で
あ
る
。
確
認
し
て
お
け
ば
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
事
実
と
し
て
の
日
本
の

あ
り
よ
う
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
に
住
む
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
に
と
っ
て
旅
行
者
に
見
せ
た
い
〈
日
本
〉
の
あ
り
よ
う
、
し
か
も
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
媒
体
の
性
格
か
ら
生
じ
る
〈
日
本
〉
の
姿
で
あ
る
。『A H

andbook for Travellers in Japan

』
第
八
版
を
読
み
進
め
て

き
た
わ
れ
わ
れ
は
、
最
後
に
同
書
で
記
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
〈
日
本
〉
の
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ

て
い
る
の
か

―
。

　

前
に
述
べ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
媒
体
自
体
が
持
つ
記
述
の
詳
細
さ
、
正
確
さ
と
い
う
点
か
ら
〈
日
本
〉
の
領
域
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

『A H
andbook for Travellers in Japan

』
が
そ
の
拡
大
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
九
九
年
に
出
さ
れ
た
第
五
版
、
お

よ
び
一
九
〇
一
年
の
第
六
版
に
は
タ
イ
ト
ル
の
下
に
「the w

hole Em
pire from

 Yezo to Form
osa

」
と
い
う
一
句
が
加
え
ら
れ
て
、
日
清
戦

争
後
に
清
か
ら
割
譲
さ
れ
た
台
湾
が
本
文
中
で
も
さ
っ
そ
く
旅
行
ル
ー
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
が
終
了
し
て
か
ら
出
さ
れ
た
第

八
版
に
は
、「including the w

hole Em
pire from

 Saghalien to Form
osa

」
と
い
う
記
述
が
加
わ
っ
た（

（2
（

。
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
の
近
代
化

は
、
琉
球
、
ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ
、
台
湾
、
樺
太
、
朝
鮮
半
島
…
…
へ
と
拡
大
し
た
帝
国
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
八
版
に
は
新
た
に
加
え
ら

れ
た
樺
太
が
ル
ー
ト
84
「The Island of Saghalien

」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
そ
こ
で
の
記
さ
れ
方
が
他
の
場
所
に
関
し
て

と
少
々
異
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

The Treaty follow
ing the Russo-Japanese w

ar of 1904-5 restored to Japan the portion south of the 50th degree N
. lat., 

w
ith an area of approxim

ately 12,000 square m
iles. About three-fifths of the island rem

ain in Russian hands.

　

一
七
世
紀
初
頭
の
探
索
に
始
ま
る
樺
太
の
歴
史
事
項
が
記
さ
れ
、
引
用
に
あ
る
よ
う
に
日
露
戦
争
後
の
北
緯
五
〇
度
以
南
の
返
還restored

に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
以
下
に
続
く
記
述
で
も
中
心
と
な
る
の
は
樺
太
の
歴
史
、
地
理
と
い
っ
た
学
術
的
な
面
で
あ
っ
て
旅
行
者
向
け

の
「
案
内
」
で
は
な
い
。
読
者
＝
旅
行
者
が
、
そ
の
地
に
行
か
な
い
こ
と
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
だ
。
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こ
こ
で
考
え
た
い
の
が
、〈
旅
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
と
で
も
い
う
べ
き
力
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
然
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
読
者
＝
旅
行
者
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
土
地
や
ル
ー
ト
す
べ
て
を
辿
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
間
的
、
経
済
的
制
約
の
な
か
で
訪
れ
る
土
地
や

ル
ー
ト
を
選
択
す
る
と
い
う
の
が
、
旅
行
者
の
実
際
の
姿
で
あ
る
は
ず
だ
。
旅
行
者
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
自
体
の
振
る
舞
い
も
そ
れ
に
沿
っ

た
も
の
で
、〈
旅
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
を
も
と
に
し
た
と
き
、「
樺
太
」
は
お
そ
ら
く
旅
行
者
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
は
な
い
と
い
う
判
断
が

な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
装
い
と
し
て
記
述
そ
れ
自
体
は
必
要
で
、
ま
た
記
述
の
形
式
も
、
あ
く
ま
で
も
読
者
＝
旅
行
者
の

選
択
を
重
視
し
た
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
第
八
版
で
は
全
八
六
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
選
択
は
読
者
＝
旅
行
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。「
お
好
み
で
ど
う
ぞ
」
と
い
う
わ
け
だ
。

　

だ
が
本
来
、〈
日
本
〉（
に
限
ら
な
い
の
だ
が
）
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
は
無
数
に
あ
る
わ
け
で
、
第
八
版
で
紹
介
さ
れ
る
八
六
ル
ー
ト
で
さ
え
、〈
旅

の
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
に
も
と
づ
い
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
原
理
的
に
い
え
ば
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
と

に
し
た
旅
行
は
い
つ
も
つ
ね
に
信
頼
に
足
る
先
行
者
の
跡
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。「
名
所
」
や
「
歌
枕
」
と
い
っ
た
語
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
。

旅
行
者
の
行
く
先
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
さ
れ
た
「
あ
の
場
所
」
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
あ
の
場
所
」
に
行
く
こ
と
が
、
そ
こ
を
含
め
た
国
な

り
地
域
な
り
に
行
っ
た
こ
と
の
証
と
な
る
。
で
は
日
本
の
場
合
、
ど
こ
に
行
く
こ
と
が
〈
日
本
〉
旅
行
の
証
と
な
る
の
か
。

　
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
第
八
版
の
導
入
編
に
は
「W

here to go and w
hat to see

」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
ま
た

そ
れ
と
は
別
に
「O

utline tours

」
と
い
う
項
目
も
置
か
れ
て
い
る
。
と
も
に
著
者
が
推
す
場
所
の
固
有
名
が
記
さ
れ
、
と
く
に
後
者
で
は
横
浜
、

神
戸
、
長
崎
と
い
っ
た
寄
港
先
か
ら
の
一
ケ
月
ツ
ア
ー
三
種
類
と
、
太
平
洋
を
渡
っ
て
横
浜
に
上
陸
し
神
戸
か
ら
再
び
乗
船
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
に

向
か
う
旅
行
者
向
け
の
二
週
間
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
〈
旅
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
に
も
と
づ
い
た
、
お
す
す
め
コ
ー
ス
だ
。
そ
こ
に

は
も
ち
ろ
ん
京
都
や
奈
良
と
い
っ
た
場
所
も
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
と
並
ん
で
、
推
奨
さ
れ
る
四
種
類
す
べ
て
の
ツ
ア
ー
に
記
さ
れ
て
い
る

地
名
が
「
日
光
」
と
「
宮
ノ
下
（
箱
根
）」
で
あ
る
。
日
光
と
宮
ノ
下
の
、
そ
れ
ぞ
れ
東
照
宮
、
中
禅
寺
湖
や
富
士
山
と
の
関
連
を
考
え
る
と
選

ば
れ
る
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
二
ケ
所
は
突
出
し
た
印
象
を
与
え
る
。
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日
光
に
つ
い
て
私
的
な
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
と
、
田
山
花
袋
の
『
日
光
』（
一
八
九
九
年　

春
陽
堂
）
に
目
を
通
し
て
い
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

向
ひ
の
別
荘
に
は
、
昨
日
西
洋
人
の
一
群
来
り
た
り
、（
中
略
）
か
く
て
今
ま
で
寂
寞
幽
静
な
り
し
湖
畔
の
地
も
、
漸
く
人
の
影
の
見
え
は

じ
め
て
、
湖
上
に
泛
へ
る
小
舟
の
数
も
、
次
第
に
多
く
〳
〵
な
り
し
が
、
都
門
の
炎
蒸
早
九
十
三
度
に
上
り
た
り
と
伝
へ
ら
れ
た
る
七
月
廿

九
日
に
は
、
中
禅
寺
湖
畔
に
宿
せ
る
客
の
み
に
て
も
、
西
洋
人
二
百
五
十
名
、
内
国
人
二
百
余
名
と
注
せ
ら
れ
ぬ
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
『
日
光
』
に
は
、「
西
洋
書
籍
店
の
小
僧
の
こ
く
り
く
と
居
眠
り
せ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
内
国
人
」
よ
り
も
多
く
の

「
西
洋
人
」
が
と
き
と
し
て
滞
在
し
、「
西
洋
書
籍
店
」
が
並
ぶ
ほ
ど
の
賑
わ
い
が
す
で
に
明
治
中
期
の
日
光
に
は
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
日
光
に
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、
西
洋
風
ホ
テ
ル
が
他
の
地
域
に
先
駆
け
て
誕
生
し
た
こ
と
や
、
サ
ト
ウ
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
日
光
と
宮
ノ
下
を
好
ん
だ
と
い
う
事
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。『A H
andbook for Travellers in Japan

』
が
当
時

唯
一
の
充
実
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
書
に
よ
る
旅
行
客
の
誘
導
を
過
小
評
価
し
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
〈
旅
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
〉
は
、
徹
底
的
な
「
選
択
／
排
除
」
の
構
造
も
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
構
造
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

読
者
＝
旅
行
者
を
日
光
や
宮
ノ
下
に
導
く
の
だ
。
花
袋
が
記
す
「
内
国
人
」
と
「
西
洋
人
」
が
、
日
光
に
お
い
て
眼
差
す
先
に
あ
る
風
景
は
両
者

に
共
通
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
両
者
を
日
光
に
彼
ら
、
彼
女
ら
を
連
れ
て
き
た
力
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『A H

andbook for Travellers in Japan
』
第
八
版
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
あ
り
よ
う
が
、
結
果
と
し
て
日
本
版
シ
リ
ー
ズ
の
終
了

と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
旅
行
者
が
訪
れ
な
い
で
あ
ろ
う
拡
大
さ
れ
た
新
し
い
〈
日
本
〉
で
さ
え
も
迅
速
、
詳
細
、
正
確
に
記
述
さ
れ
る
べ
き
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
媒
体
の
性
格
と
、
前
章
ま
で
で
見
て
き
た
日
本
版
特
有
の
事
情
か
ら
生
じ
た
性
格
が
、
齟
齬
や
矛
盾
と
し
て
八
版
で
衝
突
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
記
述
の
正
確
さ
と
紹
介
し
た
い
場
所
や
事
項
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
の
よ
う
な
対
立
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
持

つ
運
命
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
対
立
が
、
引
き
返
す
こ
と
の
困
難
な
状
況
に
ま
で
至
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
『A H

andbook for 

Travellers in Japan

』
な
の
だ
。
こ
の
章
冒
頭
に
述
べ
た
曖
昧
、
両
義
性
と
、
齟
齬
、
矛
盾
と
い
う
語
の
距
離
は
近
い
。
第
八
版
の
序
文
に
は

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
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At the sam
e tim

e, it has been borne in m
ind that picturesque “O

ld Japan,” so far as it still survives, is w
hat the m

ajority 

of intelligent persons com
e out to see.

　

絵
の
よ
う
に
美
し
い
「
古
き
日
本
」picturesque “O

ld Japan,” 

を
旅
行
者
が
求
め
る
で
あ
ろ
う
と
願
う
こ
の
引
用
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈

で
読
む
と
痛
々
し
さ
さ
え
も
感
じ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
研
究
成
果
を
競
い
合
っ
て
い
た
未
知
の
〈
日
本
〉
が
、
あ
る

い
は
そ
の
地
に
住
ん
で
旅
行
者
に
見
せ
た
い
と
願
っ
た
〈
日
本
〉
が
、
い
ま
だ
あ
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
だ
が
詳
細
、
正
確
に
記
述
す
る
と
い
う

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
性
格
を
維
持
す
る
に
は
、
初
版
を
は
じ
め
と
す
る
時
代
か
ら
は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。「
新
し
き
日
本
」

を
詳
細
、
正
確
に
記
述
す
る
熱
意
を
八
版
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

第
九
版
の
発
行
は
一
九
一
三
年
、
す
で
に
二
年
前
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
日
本
を
離
れ
て
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
た
。
も
ち
ろ
ん
『A 

H
andbook for Travellers in Japan

』
の
シ
リ
ー
ズ
終
了
は
、
直
接
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
い
う
傑
出
し
た
才
能
の
離
日
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
だ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
仮
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
日
本
を
離
れ
て
い
な
く
て
も
、
シ
リ
ー
ズ
が
存
続
し
た
か
否
か
の
判
断
は
難
し
い
。
最

終
第
九
版
の
序
文
に
次
の
記
述
が
あ
る
の
は
示
唆
的
だ
。

　

Japan’s new
 possessions on the Asiatic m

ainland, differing w
idely as they do in language, custom

s, etc.,f rom
 Japan 

proper, do not fall w
ithin the scope of this w

ork.

　

新
た
に
拡
大
し
た
〈
日
本
〉
の
記
述
を
最
初
か
ら
放
棄
す
る
姿
勢
は
、
こ
の
版
に
な
っ
て
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
も
の
だ
。
第
八
版
と
九
版
の
発

行
の
間
に
、
新
た
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
は
朝
鮮
半
島
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
地
の
ガ
イ
ド
を
、
わ
れ
わ
れ
は
『A H

andbook for Travellers in 

Japan

』
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
を
〈
日
本
〉
と
す
る
記
述
を
目
に
し
な
い
こ
と
は
、
本
来
当
然
で
幸
い
な
こ
と
で
あ
る

の
だ
け
れ
ど
も
。

　

さ
て
『A H

andbook for Travellers in Japan

』
の
読
者
た
ち
が
日
本
に
到
着
し
て
旅
行
に
出
た
際
に
、
彼
ら
、
彼
女
ら
が
経
験
し
た
の
は
、
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ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
い
た
と
き
と
は
正
反
対
の
経
験
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
小
論
の
冒
頭
に
あ
げ
た
『
三
四
郎
』
に
登
場
す
る
西
洋
人
と
同
様
、

旅
行
者
が
経
験
し
た
の
は
「
見
ら
れ
る
者
」
と
し
て
の
そ
れ
だ
っ
た
は
ず
だ
。「
見
ら
れ
る
者
」
と
し
て
の
旅
行
者
の
姿
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
な
く
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
わ
れ
る
テ
ク
ス
ト
群
の
分
析
が
必
要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
想
定
す
る
旅
行
が
時
間
的
に
は
読

む
体
験
の
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
旅
行
記
や
紀
行
文
に
記
さ
れ
る
旅
行
は
す
で
に
終
わ
っ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。「
見
る
」
主
体
と
し
て
の

〈
日
本
人
〉
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
は
立
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
と
い
っ
て
も
い
い
。
旅
行
記
や
紀
行
文
の
分
析
の
対
象
と

し
て
は
た
と
え
ば
、
一
八
七
八
年
に
来
日
し
て
北
海
道
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
バ
ー
ドIsabella L. Bird

に
代
表
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
群
が
存
在
す

る（
（2
（

。
そ
れ
ら
の
分
析
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

註（
１
）　
『
三
四
郎
』
か
ら
の
引
用
は
『
漱
石
全
集　

第
五
巻
』（
一
九
九
四
年　

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
２
）　

同
書
は
第
九
版
ま
で
発
行
さ
れ
、
そ
の
う
ち
第
二
版
お
よ
び
第
三
版
に
は
以
下
の
翻
訳
が
あ
る
。
た
だ
し
小
論
で
は
、
第
八
版
を
お
も
な
対
象
と
す
る
こ
と
と
翻
訳
で
は
う
か
が
い
に
く

い
表
現
を
分
析
す
る
個
所
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
的
に
引
用
は
原
文
を
用
い
た
。

　
　
　

楠
家
重
敏
訳
『
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
明
治
旅
行
案
内

―
横
浜
・
東
京
編

―
』（
一
九
八
八
年　

新
人
物
往
来
社　

第
三
版
の
抄
訳
）

　
　
　

庄
司
元
男
訳
『
明
治
日
本
旅
行
案
内　

上
巻　

カ
ル
チ
ャ
ー
編
』『
同　

中
巻　

ル
ー
ト
編
１
』『
同　

下
巻　

ル
ー
ト
編
２
』（
一
九
九
六
年　

平
凡
社　

第
二
版
の
本
文
全
訳
）

　
　
　

庄
司
元
男
訳
『
明
治
日
本
旅
行
案
内　

東
京
近
郊
編
』（
二
〇
〇
八
年　

東
洋
文
庫　

第
二
版
の
抄
訳
）

（
３
）　

宮
武
公
夫
「
黄
色
い
仮
面
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス : 

ア
イ
ヌ
と
日
英
博
覧
会
」（「
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
」
115　

二
〇
〇
五
年
二
月
）

（
４
）　
〈
日
本
〉
を
め
ぐ
る
海
外
か
ら
の
旅
行
に
関
す
る
最
近
の
成
果
と
し
て
、
内
田
宗
治
『
外
国
人
が
見
た
日
本

―
「
誤
解
」
と
「
再
発
見
」
の
観
光150

年
史
』（
二
〇
一
八
年　

中
公
新

書
）
が
あ
る
。

（
５
）　

小
論
は
、
論
の
展
開
上
拙
論
「
海
外
と
し
て
の
〈
日
本
〉

―
英
語
版
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（「
日
本
近
代
文
学
」
84
集　

二
〇
一
一
年
五
月
）
と
重
複
す
る
個
所
が
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。

（
６
）　

荷
風
に
関
し
て
は
、『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
は
『
荷
風
全
集　

第
五
巻
』（
一
九
九
二
年　

岩
波
書
店
）
に
、「
年
譜
」
は
『
同
全
集　

第
三
〇
巻
』（
一
九
九
五
年　

同
書
店
）
に
よ
る
。
な

お
付
記
し
て
お
け
ば
、
一
九
〇
九
年
五
月
一
〇
日
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
上
で
死
ん
だ
二
葉
亭
四
迷
が
乗
船
し
て
い
た
の
も
日
本
郵
船
の
賀
茂
丸
で
あ
っ
た
（
伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
14　

反
自
然

主
義
の
人
た
ち
』
一
九
九
七
年　

講
談
社
文
芸
文
庫
）。

（
７
）　

日
本
郵
船
に
関
し
て
は
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
編
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
創
立
満
三
十
年
記
念
帖
』（
一
九
一
五
年　

同
社
）、
同
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
渡
航
案
内
』（
一
九
一
六
年　

同
社
）、
小
風
秀
雅
「
遠
洋
航
路
と
総
合
商
社
」（
土
田
直
鎭
・
大
石
慎
三
郎
ほ
か
監
修
『
海
外
視
点
・
日
本
の
歴
史
13　

和
魂
洋
才
の
日
々
』
一
九
八
六
年　

ぎ
ょ
う
せ
い
）
な
ど
を
参
照

し
た
。

（
８
）　

二
葉
亭
の
往
路
や
日
英
博
覧
会
の
取
材
で
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ
た
長
谷
川
如
是
閑
の
よ
う
に
一
九
〇
一
年
に
一
応
の
完
成
を
み
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
た
旅
行
者
、
ま
た
一
八
八
〇

年
代
に
結
ば
れ
た
カ
ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道
で
北
米
大
陸
を
横
断
し
て
太
平
洋
航
路
を
利
用
し
た
旅
行
者
も
い
た
だ
ろ
う
。



明
治
後
期
の
〈
日
本
〉
旅
行

九
四

（
９
）　

荷
風
自
身
が
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
と
き
に
は
、
一
等
船
室
を
利
用
し
て
い
る
。

（
10
）　
「
西
伯
利
経
由
な
ら
450
円
位
て
十
分
な
れ
ど
倫
敦
経
由
に
て
海
路
を
執
る
時
は
ど
う
倹
約
し
て
も
800
円
程
は
掛
る
」（「
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
六
日　

長
谷
川
柳
子
宛
書
簡
」『
二
葉
亭

四
迷
全
集　

第
七
巻
』　

一
九
九
一
年　

筑
摩
書
房
』）

（
11
）　

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、W

. B. C. Lister

『A Bibliography of M
urray’s H

andbooks for Travellers

』（
一
九
九
三
年　

D
erham

books

）、Alan 
Sillitoe

『Leading the Blind

―A Century of Guide Book Travel

―
』（
二
〇
〇
一
年　

Picador

）、『O
xford D

ictionary of N
ational Biography

』（
二
〇
〇
四
年　

O
xford 

U
niversity Press

）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
12
）　

註
（
11
）
に
あ
げ
た
資
料
類
に
よ
る
と
、
両
者
の
厳
密
な
先
行
順
位
は
明
確
で
は
な
い
よ
う
だ
。
た
だ
し
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
英
語
版
に
も
力
を
入
れ
た
ベ
デ
ィ
カ
が
イ
ギ
リ

ス
国
内
に
お
い
て
も
マ
レ
ー
の
存
在
を
し
の
ぐ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
塚
本
利
明
『
漱
石
と
英
文
学

―
『
漾
虚
集
』
の
比
較
文
学
研
究
』（
一
九
九
九
年　

彩
流
社
）
に
よ
る
と
、

漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
用
い
た
の
が
『Baedeker’s London and its Environs

』
の
一
八
九
八
年
版
で
あ
る
。

（
13
）　
「
著
者
」
と
訳
し
た
原
語
は
「author

」
で
あ
る
。
小
論
で
「
著
者
」
と
記
す
場
合
は
、「
編
者
」
あ
る
い
は
「
編
著
者
」
の
意
味
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。
個
々
の
記
事

に
関
し
て
は
「
執
筆
者
」
と
い
う
語
を
用
い
た
。

（
14
）　

立
脇
和
夫
監
修
『
幕
末
明
治　

在
日
外
国
人
・
機
関
名
鑑　

ⅲ
』（
一
九
九
六
年　

ゆ
ま
に
書
房
）

（
15
）　

萩
原
延
壽
『
西
南
戦
争　

遠
い
崖

―
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
13
』（
二
〇
〇
一
年　

朝
日
新
聞
社
）

（
16
）　Jam

es H
oare

「British Journalists in M
eiji Japan

」（Ian N
ish

『BRITAIN
 &

 JAPAN
 Biographical Portraits

』
一
九
九
四
年　

Japan Library

）

（
17
）　

日
本
ア
ジ
ア
協
会
に
関
し
て
は
、「Transactions of The Asiatic Society of Japan

」
創
刊
号
（
一
八
七
四
年　

Japan M
ail O

ffi
ce

）、
楠
家
繁
敏
『
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
研
究

―

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
こ
と
は
じ
め

―
』（
一
九
九
七
年　

日
本
図
書
刊
行
会
）、
秋
山
勇
造
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会
と
協
会
の
紀
要
に
つ
い
て
」（「
神
奈
川
大
学　

人
文
研
究
」
第
152
集   

二
〇

〇
四
年
三
月
）、
お
よ
び
同
協
会
のH

P

な
ど
を
参
照
し
た
。

（
18
）　

中
野
明
『
世グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ツ
タ
ー

界
漫
遊
家
が
歩
い
た
明
治
ニ
ッ
ポ
ン

―
忘
れ
ら
れ
な
い
日
本
の
姿
』（
二
〇
一
六
年　

ち
く
ま
文
庫
）
に
よ
る
と
、
第
四
版
の
五
円
と
い
う
値
段
は
、
そ
れ
が
出
さ
れ
た

少
し
前
の
「
小
学
校
教
員
の
初
任
給
」
に
等
し
い
。

（
19
）　

そ
の
時
期
に
英
語
で
出
さ
れ
た
〈
日
本
〉
へ
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
大
英
図
書
館
に
お
け
る
調
査
で
の
管
見
に
入
っ
た
限
り
次
の
二
冊
で
あ
る
。

　
　
　

Frank Charlton

『The Eastern Traveller’s Guide

』（
一
九
〇
一
年　

W
illiam

 Clow
es and Sons, Lim

ited

）

　
　
　

The W
elcom

e Society of Japan

『A Guide-Book for Tourist in Japan

』（
一
九
〇
五
年　

貴
賓
会
）

　
　
　

前
者
は
判
型
も
マ
レ
ー
版
の
半
分
ほ
ど
で
約
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
日
本
の
ほ
か
イ
ン
ド
や
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
た
も
の
。
後
者
は
東
京
に
本
拠
を
置
く

喜
賓
会
に
よ
る
も
の
で
、
序
文
に
は
、
詳
細
な
情
報
を
求
め
る
旅
行
者
に
は
『M

urray’s H
and-Book for Japan

』
を
推
奨
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
マ
レ
ー
版
の
最
終
で
あ
る
第
九
版
が
出
版
さ
れ
た
の
と
同
じ
一
九
一
三
年
か
ら
は
、
鉄
道
院
か
ら
『An O

ffi
cial Guide to Eastern Asia

』
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
出
さ
れ
て
お
り
、

『Vol.2 South-W
estern Japan

』『Vol.3 N
orth-Eastern Japan

』
の
二
冊
が
知
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
の
」
鉄
道
院
が
出
し
た
「O

ffi
cial

」Guide

は
シ
リ
ー
ズ
全
四
冊
で
、Vol.1

が

『M
anchuria &

 Chôsen

』、Vol.4

が
『China

』
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
い
い
。

（
20
）　

た
と
え
ば
、
サ
ト
ウ
『
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ　

神
道
論
』（
庄
田
元
男
編
訳　

二
〇
〇
六
年　

東
洋
文
庫
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　

第
九
版
の
記
述
は
、「（including Form

osa

）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　

庄
田
元
男
『
異
人
た
ち
の
日
本
ア
ル
プ
ス
』（
一
九
九
〇
年　

日
本
山
書
の
会
）
に
は
、「
サ
ト
ウ
は
日
光
を
好
み
、
後
年
の
一
九
〇
二
年
の
駐
清
公
使
の
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
当
地
に
土
地

を
求
め
、
別
荘
を
建
設
し
て
い
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
箱
根
宮
ノ
下
へ
の
思
い
入
れ
と
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
23
）　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本
紀
行
（
上
）（
下
）』（
時
岡
敬
子
訳　

二
〇
〇
八
年　

講
談
社
学
術
文
庫
）

　

＊
本
論
は
、
二
〇
一
九
年
度
に
二
松
学
舎
大
学
海
外
特
別
研
究
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学SO

AS

に
滞
在
し
た
際
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。


